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（７）高梨子森下遺跡19号住居跡出土の黒色土器について

　19号住居跡の土師器坏（１）は、南壁に構築されたカマドの左脇から出土した古墳時代後期の坏である。口

径12.2㎝、器高4.5㎝で丸底を呈する。内面の口縁部と体部を画す明瞭な段差と黒色処理を最大の特徴とし、

黄橙色を呈する精良な胎土や内面横方向の磨きなど、県内の同時期の土師器坏とは大きく異なっている。類

似する坏は、安中市吹上遺跡でも出土しており、従来より「善光寺平形坏」ないし「北信系黒色土器」と称さ

れてきた土器である。この土器については、先学により以下の３点が指摘されている。①長野県北部の善光

寺平を故地とする。②群馬県内の出土例は鏑川流域が多い。③時期は６世紀後半である。ここでは類例の集

成と簡単な整理を行いたい。なお名称は「北信系黒色土器」を用いる。

　上記の特徴を手掛かりとして、県内では13遺跡23点の事例が認められた（第76図）。これらを長野市榎田

遺跡における坏形土器の分類（Ａ～Ｇ類）にあてはめると、Ｃ類ないしＥ類に相当する。Ｃ類はさらにＣ１類

～Ｃ３類に細分される。Ｃ１類は器高に対する口径比が2.6～3.1を示し、Ｃ２類より深身である。底部は丸底

を呈し、口縁部は外傾する。法量に大小の二種がある。Ｃ２類は器高４㎝前後、口径14～16㎝と規格的

である。器高に対する口径比が3.4～4.0を示し、Ｃ１類より偏平である。底部は平底に近く、口縁端部は内

湾気味である。Ｃ３類は埦に近い形状で、器高に対する口径比は2.0～2.1を示すが、類例は少ない。Ｅ類は

須恵器高坏の坏部を模倣したものである。底部は緩やかな丸底を呈し、口縁部は外反する。

　県内の北信系黒色土器には、ＴＫ43型式併行とみられる須恵器坏身を伴う事例が３例あり（５・６①・７

③）、口径比などから５、６①、７③の順に新相を示している。また共伴する土師器模倣坏の形状とあわせ

ると、Ｃ１類からＣ２類への時間的推移が想定される。Ｃ１類からＣ２類への器形な変化は、口縁部の内湾指向、

底部の平底化に伴う内面段差位置の低下が指標となる。一ノ宮本宿・郷土例（６）はその中間的な形態と位置

づけられる。Ｅ類は須恵器の共伴例がないが、土師器模倣坏の形態からＣ２類と同時期の所産と考えられる。

　ところでＣ２類とＥ類の分布には大きな差異がみられる。Ｃ２類は井野川上流域、Ｅ類は鏑川流域に分布

している。Ｅ類の綿貫堀米前Ⅱ例（10）は例外的に井野川下流域であるが、鏑川ルートの影響の可能性も考

えられる。

　本遺跡例は北信地域からの土器の移動を物語る資料である。安中市吹上遺跡例（４）とともに、６世紀後半

の比較的早い段階に碓井川・九十九川流域でみられることは、西毛地域のなかで最も長野県に近い立地から

当然ともいえる。本遺跡例と吹上遺跡例とは、同一工人の手によると思われるほどに似ており、搬入品と考

えられる。北信地域からの土器の搬入の背景に何があったのか、またＣ２類とＥ類の段階において、西毛地

域を二分するような分布の違いが、当時の政治的・経済的な情勢とどのように結びついているのか、今後検

討を要する課題である。
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第76図　群馬県における古墳時代後期の北信系黒色土器
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西裏・西新井
ＡＨ－１号住居址
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吹上
Ｈ－25号住居址
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高梨子森下
19号住居跡

吉井町

入野Ⅲ
36号住居址
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９

８

７

６

高崎市群馬町

中林
36号住居跡

富岡市

一ノ宮本宿・郷土
ＧＤ44号住居跡

富岡市

一ノ宮本宿・郷土
ＧＤ９号南北溝

高崎市箕郷町

海行Ａ
ＳＢ15

高崎市箕郷町

海行Ａ
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海行Ａ
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高崎市群馬町

井出二子山古墳
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２区４号住居跡

高崎市

綿貫堀米前Ⅱ
９号住居跡

13

12
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富岡市

南蛇井増光寺
163号住居跡

藤岡市

竹沼
ＥＨ－１号住居址
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藤岡平地区
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